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日本の 2010 年の 10 代女性の出生数は 13,546 人(人口動態統計)であり、前年比 1,141 人













































第 1 部 日本の若年出産層の特徴 
第 1 章 日本の若年母親の特徴－アメリカ・イギリスの事例を参照して 
第 1 節 若年母親の現状 
 第 1 項 若年出産の定義 
 第 2 項 「望まない妊娠」の定義 
 第 3 項 若年出産層の特性 
第 2 節 若年母親の身体的問題と社会的問題 
 第 1 項 アメリカ・イギリスの若年母親問題 
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 第 2 項 若年母親「問題」への反証 
第 3 節 若年出産をもたらす社会的要因 
第 4 節 若年妊娠・若年母親に対する取り組み 
第 5 節 「若年出産層」概念の差異 
第 2 章 若年出産層の実態と支援の現状 
  第 1 節 若年出産層に内包される社会的問題 
   第 1 項 経済的問題 
   第 2 項 高校中退問題 
   第 3 項 家族の問題 
第 2 節 構築される若年母親問題へのバイアス 
  第 3 節 日本の若年出産層の特徴 
第 2 部 若年出産をもたらす社会的要因とは何か 
第 3 章 出産を規定する要因－若年出産をもたらす社会的特徴に着目して 
  第 1 節 問題と目的 
  第 2 節 結果   
 第 1 項 妊娠から出産に至る経過から見る社会的特徴 
   第 2 項 生きづらさの自覚 
   第 3 項 行き渡らない支援 
   第 4 項 母親になるための努力 
第 3 節 考察 
第 4 章 出産後の社会的不利との対峙 
－気の置けない仲間と関係性を再構築する過程－ 
  第 1 節 問題と目的 
 第 2 節 結果 
   第 1 項 出産後の社会的不利の誘因 
   第 2 項 出産を動機づける原家族との距離感 
   第 3 項 母親としての心理社会的課題の表面化 
   第 4 項 母親としての自己認識形成と社会行動の変化 
  第 3 節 考察 
第 5 章 若年母親の心理社会的特徴 
  第 1 節 若年母親が持つ社会的要因 
第 2 節 出産に至る若年母親の特徴 
   第 1 項 妊娠から出産に至るまでの軌跡－TEM 図を用いた分析 
第 2 項 青年期にある若年母親の特徴 
   第 3 項 若年母親へのインフォーマル/フォーマルサポート 
第 3 部 若年母親の地域における承認を目指して 
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第 6 章 地域住民が持つ若年母親への認識の変化 
－母親役割期待との葛藤と安心できる場の構築 
  第 1 節 問題と目的 
  第 2 節 結果 
   第 1 項 若年母親に関わるきっかけと印象の変化 
   第 2 項 若年である母親に関わることの難しさ 
   第 3 項 居心地の良い場づくりのための方法 
  第 3 節 考察 
第 7 章 若年出産問題を把握するためのエコロジカルアプローチの必要性 
第 1 節 若年母親と若者問題 
第 2 節 若年母親に対するエコロジカルアプローチ  
第 1 項 職業教育の推進 
 第 2 項 就労環境の整備 
 第 3 項 相談できる身近な専門職 
 第 4 項 地域社会における「場」づくり 
 第 5 項 まとめ 
＜論文の要旨＞ 




































第 3 章出産を規定する要因－若年出産をもたらす社会的要因に着目して 









































































































































































































































第 1 項に基づいて、「博士(社会学 立命館大学)」の学位を授与することが適当であると判
断する。 
